












要約:体外受精胚移植の卵巣刺激周期において, 卵胞期に血中 P 濃度が軽度ながら上昇す

る (P≧1ng/ml)周期が存在し, その周期の妊娠成績は低下することを見出した. 移植胚の

形態学的スコアリングの結果,P 上昇周期に得られた胚の quality は不良であることも判

明した. 本研究では, 血中 P 濃度の上昇後に速やかに採卵を行うことで embryo quality

の低下が防げるか否かを検討した. GnRHa と hMG による卵巣刺激法で IVF を施行した 147

症例, 162 周期を対象とした. 卵胞期 P 上昇を 57 周期に認めたが, このうち従来の hCG

投与基準で採卵を行った 33 周期と, P 上昇を確認したのち直ちに hCG を投与し,緊急採卵

を行った 24周期(緊急採卵周期) に区分した. 残りの 105 周期では P上昇を認めなかった.

これら 162周期において, 胚移植前のcell stage と胚の grade, 妊娠率および着床率 (胎

嚢数/移植胚数)を比較検討した. 胚移植時の 4細胞期胚への発生率は, 緊急採卵周期では

39%と P 上昇周期の 24%に比して有意に高く, P 非上昇周期の 40%と差を認めなかった. 均

等に分割した grade1 肝の割合も, 緊急採卵周期では P上昇周期に比較して有意に高く, P

非上昇周期と同等であった. 緊急採卵周期の着床率は 14%であり, P 上昇周期の 3%に比し

て有意に高かった.

 以上の検討から, 卵胞期 P 上昇を認めた際には可及的速やかに緊急採卵を行うことで卵

の質低下を回避し, 着床率を維持できることが明らかとなった. 同時に,移植胚の形態学

的スコアリングは胚の着床能を予知する上で有用であることが示 唆された.


